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 新年明けましておめで

皆様にとっても、当会に

対しまして格別のご指導

 昨年の５月２１、２２

を開催させていただきま

（正会員５９３名、非会

き、盛会裡に終えること

るご支援の賜物と感謝致

当日のスタッフの皆様に

 本年、医療制度改革と

環境も年々変化しており

れましたこともそのひと

項であります。一方で、

は皆さんも重々知ってい

また、その方向性を示す

重要な役割・期待は、臨
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厚生労働省が医療機器

の設置など、臨床工学技

んでいないのが現状です

だまだ山積みになってお

解をいただき未入会の方

題を教育委員会、安全管

をもたせた内容で取り組

 以上、本年も臨床工学

工学技士が十分な知識と

存でありますので会員の

し上げます。 
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年 頭 所 感 
社団法人北海道臨床工学技士会 会長 真下 泰

とうございます。２００６年の新春を新たな気持ちでお迎えでき、本年が会員

とっても良い年になることを願っております。また、日ごろより当会の活動に

、ご支援を賜っております関係各位の皆さまに深く感謝申し上げます。 

日の両日にわたり、札幌コンベンションセンターにて第１５回日本臨床工学会

した。両日とも天候に恵まれ、北海道らしい爽やかな日よりの中、１３２８名

員３３０名、学生１７５名、企業１４１名、スタッフ８９名）の参加をいただ

ができました。これもひとえに会員および賛助企業、関係団体の皆様の多大な

します。あらためまして、今回の学会準備に大変尽力していただいた準備委員、

厚く御礼申し上げます。 

診療報酬改定が大きな関心ごとであります。その中で臨床工学技士を取り巻く

ます。昨年１２月に高度先進医療施設の施設基準の臨床工学技士が盛りこめら

つでありますが、われわれの業務が診療報酬に反映させることが最大の懸案事

医療の安全を確保することは臨床工学技士に課せられた使命の一つであること

ることと存じます。昨年、「医療の安全の確保にどの様にかかわっていけるか？

ことが出来るか？。」をテーマにしました。我々臨床工学技士に課せられた最も

床における医療機器関連の安全性を確保するマンパワーとなり、医療の安全の

、医療機器の安全管理者としての責任を遂行することにあります。本年もその

々のスキルアップと技術の研鑽」ということを重点に、技士会としての教育、

いたいと思います。新人教育も重要な課題であります。教育現場と臨床現場は

さんも認識されていることと思います。そこのギャップをどのように埋めてい

士会と一緒に考えていきたいと思います。 

産業ビジョンの中で臨床工学技士の活用について言及し「医療機器安全管理室」

士の必要性が盛んに謳われています。しかしながら現実問題として計画通り進

。そのこともふまえ技士会が中心となり訴えていかなければならない課題がま

ります。道政にお願いするには組織率が重要であります。技士会の活動にご理

を是非勧誘していただきたいと思います。「スキルアップと新人教育」という問

理委員会を中心に会員の幅広い意見を反映させながら、国や道の政策に整合性

みたいと思いますのでご協力お願いします。 

の発展と医療の安全に寄与することを目標に安全面、教育面を考え、我々臨床

技術を身に備え、専門医療職としての社会的役割を果たすため活動していく所

皆様、関係各位の皆様のご理解、ご協力、ご指導をいただけますようお願い申
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2006 年 2 月 7 日 
（社）北海道臨床工学技士会選挙管理委員会 

会員各位 
第 3 期理事・監事選挙告示 

 
（社）北海道臨床工学技士会役員選出規程に従い、下記の通り立候補者を告示いたします。 

今回は、（社）北海道臨床工学技士会役員選出規程第 5 章第 17 条により無投票で当選となります。 
 異議のある場合は、2 月 21 日までに（社）北海道臨床工学技士会役員選出規程第 7 章第 21 条の

通りお願いします。 
 

 氏 名 所    属 
真下 泰 札幌社会保険総合病院 ME 部 

 加藤伸彦 北海道大学病院 診療支援部 ME 機器管理センター 
 石川幸広 仁友会 北彩都病院 臨床工学科 
 室橋高男 JA 北海道厚生連 札幌厚生病院 臨床工学技術部門 
 脇田邦彦 地域医療支援病院 旭川赤十字病院 救急部臨床工学課 

 
 
理 事 

 山本浩幸 医療法人 札幌中央病院 臨床工学科 
監 事  井関竹男 仁友会 北彩都病院 事務部 

                               （受付順） 
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技士会メーリングリスト運用開始！ 
皆様ご参加下さい

 

(社)北海道臨床工学技士会の情報網拡充のため

メーリングリストの運用を開始しておりますので是非と

もご参加下さいますようお願い申し上げます。  

現在、技士会ニュース以外に情報を伝達する手段

がなく、緊急連絡事項が発生した場合は電話などを

利用し、出来うる範囲で情報伝達作業を行っておりま

したがこの方法では限界があります。今後はこのメー

リングリストを充実させて技士会の重要な連絡網とし

て活用していきたいと思います。目標は全会員登録

です。 

(社)北海道臨床工学技士会ホームページから簡単

に登録が可能です。運用上のお願いですが登録後、

メールアドレスの変更、施設名・所属・お名前が変わ

った際には速やかにホームページのメーリングリスト

登録・修正画面から修正登録して下さい。届かないメ

ールアドレスが増えると管理が大変になりますのでど

うかよろしくお願い致します。 

 

RM ニュース 
 

＜ペースメーカーに悪影響 ＣＴ検査のエックス線＞

重い心臓病患者が装着する植え込み型のペース

メーカーに、コンピューター断層撮影（ＣＴ）検査のエ

ックス線が当たると心拍のリズムが遅くなるケースがあ

ることが分かり、厚生労働省は 26 日発行の「医薬品・

医療機器等安全性情報」に記載して注意喚起した。

また、心臓の異常を感知して電気ショックを与えて

心拍を戻す「植え込み型除細動器」では、同様の不

具合に加えて、心臓に問題がないのに誤って電気シ

ョックを与える恐れがあるとして、除細動器にＣＴ検査

のエックス線を当てないよう求めた。 

実験では、国内で製造販売が認められているすべ

てのペースメーカーで同様の不具合が起こることが判

明。厚労省は「本体に 5 秒以上照射しない」などの内

容を添付文書に記載するよう指示し、医療機関にも

同様の注意を求めた。 

診療上やむを得ずＣＴ検査をする場合は、ペース

メーカーにエックス線が当たらないようにするか、それ

も無理なときは一定の心拍を続けるように設定した上

で、脈拍を監視するよう指示した。 

                 （１月２７日：共同通信社）
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会費納入についてのお願い 
今年度の会費を受け付けております。前年度未

の方は、大至急納入していただくようにお願い

たします。また、今年度分の会費も早急に納入

ていただくようご協力お願いいたします。 

 

振り込みの際には、用紙の通信欄に“何年度分

の年会費”と記載をお願いいたします。 

正会員          ５，０００円 

賛助会員／賛助団体 １０，０００円 

口座番号 郵便局 ０２７６０－８－４８１５

加入者名 北海道臨床工学技士会 

問い合わせ先 

(社)北海道臨床工学技士会 財務担当理事 

 〒064-0809 札幌市中央区南９条西 10 丁目

医療法人札幌中央病院 臨床工学科 山本浩幸
                       TEL  011-513-0111
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さっぽろバイタルサインセミナーのおしらせ 
コ・メディカル及び現場の医師を対象にバイタルサインを勉強する場が企画されました。急性期におけるバ

イタルサインの見方を、基礎から応用まで実践に基づいて第一線の先生方にご講義頂ける内容となっており

ます。ご多忙の折とは存じますが、多数出席賜りますようお願い申し上げます。詳細は道臨工ホームページを

ご覧下さい。 

 

日時   2006 年 4 月 29 日（土） 13:30～17:30 （12:30 開場） 

会場   札幌コンベンションセンター 

           （札幌市白石区東札幌６条１丁目） 

受講料  ¥ 1,000（テキスト代として） 

締切   4 月 14 日（金）   定員になり次第、締切と致します 

申込   FAX またはメールで承ります 

      （お申し込みの方へ“確認書”を FAX またはメール致しますので当日ご持参下さい）

 

■プランナー・座長   札幌医科大学 医学部 麻酔学講座 教授    並木 昭義 先生 

 

＜プログラム＞ 

教育講演Ⅰ 「呼吸障害と修復・再生」 

                    琉球大学 医学部 生体制御医科学講座 麻酔科学分野 教授 

                                                       須加原 一博 先生

教育講演Ⅱ 「急性期循環管理の新しい展開」 

                    金沢医科大学 侵襲制御学（麻酔学）教授 

                                                         土田 英昭 先生

教育講演Ⅲ 「意識と鎮静」 

                    岡山大学 大学院 医歯薬学総合研究科 救急医学講座 教授 

                                                         氏家 良人 先生

教育講演Ⅳ 「痛みへのアプローチ」 

                    島根大学 医学部 麻酔科学講座 教授 

                                                         齋藤 洋司 先生

 

《 共 催 》 株式会社 ムトウ 

                                            日本光電北海道株式会社 

 

《 後 援 》 北海道医師会（生涯教育認定：３単位）

                                            札幌市医師会 

                                            北海道看護協会 

                                            北海道臨床工学技士会 
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第１２回第１種ＭＥ技術実力検定試験および講習会のお知らせ
   第一種 ME 技術実力検定試験が行われます。今回から札幌でも試験が実施されることになりましたので、 

是非、積極的にチャレンジされてみてはいかがでしょうか。詳細は ME 技術教育委員会のホームページをご覧 

ください（http://megijutu.jp/）。 

 

■講習会実施要領■ 

□東京会場：平成１８年４月 ９日（日） 9:00～18:00 定員 200 名 

                 日本工学院専門学校（大田区西蒲田 5-23-22） 

□大阪会場：平成１８年４月１６日（日） 9:00～18:00 定員 150 名 

                 大阪医専（大阪市北区大淀中 1-10-3）（予定） 

□受 講 料：１５,０００円（テキスト１冊，問題解説集３冊の計４冊分含む） 

□対 象 者：第１種ＭＥ技術実力検定試験を受験したい方はどなたでも受講できます。 

        とくに次の方々にお薦めします。 

            １）病院など医療機関でＭＥ機器の使用や保守・安全管理を担当されている方 

            ２）会社等でＭＥ機器の研究・開発、生産、販売、保守を担当されている方 

            ３）学生などでＭＥ機器の保守・安全について関心をお持ちの方 

□申込〆切：平成１８年３月６日（月）｛ただし、定員に達し次第締め切らせていただきます。｝ 

■検定試験実施要領■ 

□期   日：平成１８年６月２５日（日） 9:00～17:00 

□試験会場： 《東京会場》 東京電機大学神田キャンパス（千代田区神田錦町 2-2） 

         《大阪会場》 現在選定中 

         《札幌会場》 北海道大学（札幌市北区北１４条西９丁目）（予定） 

□受 験 料：（初回受験者）２０,０００円  （科目合格者および再受験者）１２,０００円 

□受験資格：次のいずれかを満たしていること。（実務経験に関わらず受験できます。） 

            ａ．第２種ＭＥ技術実力検定試験合格者 

            ｂ．臨床工学技士免許所有者 

□試験方法：筆記試験で、ＭＥ基礎論（午前）、ＭＥ機器論（午後）の２つの科目で行われます。ＭＥ機器論には

専門知識を問う選択問題と小論文が含まれます。 

■資料請求■ 

詳しい資料（申込書等を含む）は各々下記の要領にてご請求ください。 

□講習会資料  ：平成１８年２月１日より受付 

□検定試験資料：平成１８年４月１日より受付 

□請求方法   ：返信封筒（長形３号の封筒に９０円切手を貼り、郵便番号、住所、氏名を明記したもの）を同封

の上、下記事務局宛にご請求ください。 

必ず「第１種ＭＥ講習会資料希望」または「第１種ＭＥ試験資料希望」のいずれかを明記して

ください。 

□問合わせ先 ：〒113-0033 東京都文京区本郷 2-39-5 片岡ビル 3F 

                     ＭＥ技術教育委員会内 

                        ＭＥ技術実力検定試験事務局 

                          TEL／FAX：03-3813-5521 e-mail：jimu@megijutu.jp 
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